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    第一章


    
      1神かみの御意みこころにより、キリスト・イエスにある生命いのちの約束やくそくに循したがひて、キリスト・イエスの使徒しとになれるパウロ、 2書ふみを我わが愛あいする子こテモテに贈おくる。願ねがはくは父ちちなる神かみおよび我われらの主しゅキリスト・イエスより賜たまふ、恩惠めぐみと憐憫あはれみと平安へいあんと汝なんぢに在あらんことを。
    


    
      3われ夜よるも晝ひるも祈いのりの中うちに絶たえず汝なんぢを思おもひて、わが先祖せんぞに效ならひ清きよき良心りゃうしんをもて事つかふる神かみに感謝かんしゃす。 4我われなんぢの涙なみだを憶おぼえ、わが歡喜よろこびの滿みちん爲ために汝なんぢを見みんことを欲ほっす。 5是これなんぢに在ある虚僞いつはりなき信仰しんかうをおもひ出いだすに因よりてなり。その信仰しんかうの曩さきに汝なんぢの祖母そぼロイス及および母ははユニケに宿やどりしごとく、汝なんぢにも然しかるを確信かくしんす。 6この故ゆゑに、わが按手あんしゅに因よりて汝なんぢの内うちに得えたる神かみの賜物たまものをますます熾さかんにせんことを勸すすむ。 7そは神かみの我われらに賜たまひたるは、臆おくする靈れいにあらず、能力ちからと愛あいと謹愼つつしみとの靈れいなればなり。 8されば汝なんぢわれらの主しゅの證あかしをなす事ことと、主しゅの囚人めしうどたる我われとを恥はぢとすな、ただ神かみの能力ちからに隨したがひて福音ふくいんのために我われとともに苦難くるしみを忍しのべ。 9神かみは我われらを救すくひ聖せいなる召めしをもて召めし給たまへり。是これわれらの行爲おこなひに由よるにあらず、神かみの御旨みむねにて創世さうせいの前まへにキリスト・イエスをもて我われらに賜たまひし恩惠めぐみに由よるなり。 10この恩惠めぐみは今いまわれらの救主すくひぬしキリスト・イエスの現あらはれ給たまふに因よりて顯あらはれたり。彼かれは死しをほろぼし、福音ふくいんをもて生命いのちと朽くちざる事こととを明あきらかにし給たまへり。 11我われはこの福音ふくいんのために立たてられて宣傳者せんでんしゃ・使徒しと・教師けうしとなれり。 12之これがために我われこれらの苦難くるしみに遭あふ。されど之これを恥はぢとせず、我われわが依頼よりたのむ者ものを知しり、且かつわが委ゆだねたる者ものを、かの日ひに至いたるまで守まもり得給えたまふことを確信かくしんすればなり。 13汝なんぢキリスト・イエスにある信仰しんかうと愛あいとをもて我われより聽ききし健全けんぜんなる言ことばの模範もはんを保たもち、 14かつ委ゆだねられたる善よきものを我等われらのうちに宿やどりたまふ聖せい靈れいに頼よりて守まもるべし。
    


    
      15アジヤに居をる者ものみな我われを棄すてしは汝なんぢの知しる所ところなり、その中うちにフゲロとヘルモゲネとあり。 16願ねがはくは主しゅオネシポロの家いへに憐憫あはれみを賜たまはんことを。彼かれはしばしば我われを慰なぐさめ、又またわが鎖くさりを恥はぢとせず。 17そのロマに居をりし時ときには懇ねんごろに尋たづね來きたりて、遂つひに逢あひたり。 18願ねがはくは主しゅかの日ひにいたり主しゅの憐憫あはれみを彼かれに賜たまはんことを、彼かれがエペソにて我われに事つかへしことの如何いかばかりなりしかは、汝なんぢの能よく知しるところなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1わが子こよ、汝なんぢキリスト・イエスにある恩惠めぐみによりて強つよかれ。 2且かつおほくの證人しょうにんの前まへにて、我われより聽ききし所ところのことを他ほかの者ものに教をしへ得うる忠實ちゅうじつなる人々ひとびとに委ゆだねよ。 3汝なんぢキリスト・イエスのよき兵卒へいそつとして我われとともに苦難くるしみを忍しのべ。 4兵卒へいそつを務つとむる者ものは生活なりはひのために纏まとはるる事ことなし、これ募つのれる者ものを喜よろこばせんとすればなり。 5技ぎを競きそふ者もの、もし法のりに隨したがひて競きそはずば冠冕かんむりを得えず。 6勞らうする農夫のうふまづ實みの分配ぶんぱいを得うべきなり。 7汝なんぢわが言いふ所ところをおもへ、主しゅなんぢに凡すべての事ことに就つきて悟さとりを賜たまはん。 8わが福音ふくいんに云いへる如ごとく、ダビデの裔すゑにして死人しにんの中うちより甦よみがへり給たまへるイエス・キリストを憶おぼえよ。 9我われはこの福音ふくいんのために苦難くるしみを受うけて惡人あくにんのごとく繋つながるるに至いたれり、されど神かみの言ことばは繋つながれたるにあらず。 10この故ゆゑに我われえらばれたる者もののために凡すべての事ことを忍しのぶ。これ彼かれ等らをして永遠とこしへの光榮くわうえいと共ともにキリスト・イエスによる救すくひを得えしめんとてなり。 11ここに信しんずべき言ことばあり『我等われらもし彼かれと共ともに死しにたる者ものならば、彼かれと共ともに生いくべし。 12もし耐たへ忍しのばば、彼かれと共ともに王わうとなるべし。若もし彼かれを否いなまば、彼かれも我われらを否いなみ給たまはん。 13我われらは眞實しんじつならずとも、彼かれは絶たえず眞實しんじつにましませり、彼かれは己おのれを否いなみ給たまふこと能あたはざればなり』
    


    
      14汝なんぢかれらに此これ等らのことを思おもひ出いださしめ、かつ言爭いさかひする事ことなきやう神かみの前まへにて嚴おごそかに命めいぜよ、言爭いさかひは益えきなくして聞きく者ものを滅亡ほろびに至いたらしむ。 15なんぢ眞理しんりの言ことばを正ただしく教をしへ、恥はづる所ところなき勞動人はたらきびととなりて、神かみの前まへに錬達れんたつせる者ものとならんことを勵はげめ。 16また妄みだりなる虚むなしき物語ものがたりを避さけよ。かかる者ものはますます不ふ敬虔けいけんに進すすみ、 17その言ことばは脱疽だっそのごとく腐くされひろがるべし、ヒメナオとピレトとは斯かくのごとき者ものの中うちにあり。 18彼かれらは眞理しんりより外はづれ、復活よみがへりははや過すぎたりと云いひて、或ある人々ひとびとの信仰しんかうを覆くつがへすなり。 19されど神かみの据すゑ給たまへる堅かたき基もとゐは立たてり、之これに印いんあり、記しるして曰いふ『主しゅおのれの者ものを知しり給たまふ』また『凡すべて主しゅの名なを稱となふる者ものは不義ふぎを離はなるべし』と。 20大おほいなる家いへの中うちには金きん銀ぎんの器うつはあるのみならず、木きまた土つちの器うつはもあり、貴たふときに用もちふるものあり、また賤いやしきに用もちふるものあり。 21人ひともし賤いやしきものを離はなれて自己みづからを潔いさぎよくせば貴たふときに用もちひらるる器うつはとなり、淨きよめられて主しゅの用ように適かなひ、凡すべての善よき業わざに備そなへらるべし。 22汝なんぢわかき時ときの慾よくを避さけ、主しゅを清きよき心こころにて呼よび求もとむる者ものとともに、義ぎと信仰しんかうと愛あいと平和へいわとを追おひ求もとめよ。 23愚おろかなる無學むがくの議論ぎろんを棄すてよ、これより分爭あらそひの起おこるを知しればなり。 24主しゅの僕しもべは爭あらそふべからず、凡すべての人ひとに優やさしく能よく教をしへ忍しのぶことをなし、 25逆さからふ者ものをば柔和にうわをもて戒いましむべし、神かみあるひは彼かれらに悔改くいあらたむる心こころを賜たまひて眞理しんりを悟さとらせ給たまはん。 26彼かれら一度ひとたびは惡魔あくまに囚とらはれたれど、醒さめてその羂わなをのがれ、神かみの御心みこころを行おこなふに至いたらん。
    

  


  


  
    第三章


    
      1されど汝なんぢこれを知しれ、末すゑの世よに苦くるしき時とききたらん。 2人々ひとびとおのれを愛あいする者もの・金かねを愛あいする者もの・誇ほこるもの・高たかぶる者もの・罵ののしるもの・父ちち母ははに逆さからふもの・恩おんを忘わするる者もの・潔きよからぬ者もの、 3無情むじゃうなる者もの・怨うらみを解とかぬ者もの・譏そしる者もの・節制せつせいなき者もの・殘刻ざんこくなる者もの・善ぜんを好このまぬ者もの、 4友ともを賣うる者もの・放縱ほしいままなる者もの・傲慢がうまんなる者もの・神かみよりも快樂けらくを愛あいする者もの、 5敬虔けいけんの貌かたちをとりてその徳とくを捨すつる者ものとならん、斯かかる類たぐひの者ものを避さけよ。 6彼かれらの中うちには人ひとの家いへに潜もぐり入いりて愚おろかなる女をんなを虜とりこにする者ものあり、斯かくせらるる女をんなは罪つみを積つみ重かさねて各樣さまざまの慾よくに引ひかれ、 7常つねに學まなべども眞理しんりを知しる知識ちしきに至いたること能あたはず。 8彼かの者ものらはヤンネとヤンブレとがモーセに逆さからひし如ごとく、眞理しんりに逆さからふもの、心こころの腐くされたる者もの、また信仰しんかうにつきて棄すてられたる者ものなり。 9されど此この上うへになほ進すすむこと能あたはじ、そはかの二人ふたりのごとく彼かれらの愚おろかなる事ことも亦またすべての人ひとに顯あらはるべければなり。 10汝なんぢは我わが教誨をしへ・品行ひんかう・志望こころざし・信仰しんかう・寛容くわんよう・愛あい・忍耐にんたい・迫害はくがい、および苦難くるしみを知しり、 11またアンテオケ、イコニオム、ルステラにて起おこりし事こと、わが如何いかなる迫害はくがいを忍しのびしかを知しる。主しゅは凡すべてこれらの中うちより我われを救すくひ出いだしたまへり。 12凡おほよそキリスト・イエスに在ありて敬虔けいけんをもて一生いっしゃうを過すごさんと欲ほっする者ものは迫害はくがいを受うくべし。 13惡あしき人ひとと人ひとを欺あざむく者ものとは、ますます惡あくにすすみ、人ひとを惑まどはし、また人ひとに惑まどはされん。 14されど汝なんぢは學まなびて確信かくしんしたる所ところに常つねに居をれ。なんぢ誰たれより之これを學まなびしかを知しり、 15また幼おさなき時ときより聖せいなる書ふみを識しりし事ことを知しればなり。この書ふみはキリスト・イエスを信しんずる信仰しんかうによりて救すくひに至いたらしむる知慧ちゑを汝なんぢに與あたへ得うるなり。 16聖書せいしょはみな神かみの感動かんどうによるものにして、教誨をしへと譴責いましめと矯正けうせいと義ぎを薫陶くんたうするとに益えきあり。 17これ神かみの人ひとの全まったくなりて諸般もろもろの善よき業わざに備そなへを全まったうせん爲ためなり。
    

  


  


  
    第四章


    
      1われ神かみの前まへまた生いける者ものと死しにたる者ものとを審さばかんとし給たまふキリスト・イエスの前まへにて、その顯現あらはれと御國みくにとをおもひて嚴おごそかに汝なんぢに命めいず。 2なんぢ御言みことばを宣傳のべつたへよ、機をりを得うるも機をりを得えざるも常つねに勵はげめ、寛容くわんようと教誨をしへとを盡つくして責せめ、戒いましめ、勸すすめよ。 3人々ひとびと健全けんぜんなる教をしへに堪たへず、耳みみ痒かゆくして私慾しよくのまにまに己おのがために教師けうしを増まし加くはへ、 4耳みみを眞理しんりより背そむけて昔話むかしばなしに移うつる時とき來きたらん。 5されど汝なんぢは何事なにごとにも愼つつしみ、苦難くるしみを忍しのび、傳道者でんどうしゃの業わざをなし、なんぢの職つとめを全まったうせよ。 6我われは今いま供物そなへものとして血ちを灑そそがんとす、わが去さるべき時ときは近ちかづけり。 7われ善よき戰鬪たたかひをたたかひ、走はしるべき道程みちのりを果はたし、信仰しんかうを守まもれり。 8今いまよりのち義ぎの冠冕かんむりわが爲ために備そなはれり。かの日ひに至いたりて正ただしき審判さばき主ぬしなる主しゅ、これを我われに賜たまはん、啻ただに我われのみならず、凡すべてその顯現あらはれを慕したふ者ものにも賜たまふべし。
    


    
      9なんぢ勉つとめて速すみやかに我われに來きたれ。 10デマスは此この世よを愛あいし、我われを棄すててテサロニケに往ゆき、クレスケンスはガラテヤに、テトスはダルマテヤに往ゆきて、 11唯ただルカのみ我われとともに居をるなり。汝なんぢマルコを連つれて共ともに來きたれ、彼かれは職つとめのために我われに益えきあればなり。 12我われテキコをエペソに遣つかはせり。 13汝なんぢきたる時ときわがトロアスにてカルポの許もとに遺のこし置おきたる外衣うはぎを携たづさへきたれ、また書物しょもつ、殊ことに羊皮紙やうひしのものを携たづさへきたれ。 14金かね細工人ざいくにんアレキサンデル大おほいに我われを惱なやませり。主しゅはその行爲おこなひに隨したがひて彼かれに報むくいたまふべし。 15汝なんぢもまた彼かれに心こころせよ、かれは甚はなはだしく我われらの言ことばに逆さからひたり。 16わが始はじめの辯明べんめいのとき誰たれも我われを助たすけず、みな我われを棄すてたり、願ねがはくはこの罪つみの彼かれらに歸きせざらんことを。 17されど主しゅわれと偕ともに在いまして我われを強つよめたまへり。これ我われによりて宣教せんけうの全まったうせられ、凡すべての異邦人いはうじんのこれを聞きかん爲ためなり。而しかして我われは獅子ししの口くちより救すくひ出いだされたり。 18また主しゅは我われを凡すべての惡あしき業わざより救すくひ出いだし、その天てんの國くにに救すくひ入いれたまはん。願ねがはくは榮光えいくわう世々よよ限かぎりなく彼かれにあらん事ことを、アァメン。
    


    
      19汝なんぢプリスカ及およびアクラ、またオネシポロの家いへに安否あんぴを問とへ。 20エラストはコリントに留とどまれり。トロピモは病やまひある故ゆゑに我われかれをミレトに遺のこせり。 21なんぢ勉つとめて冬ふゆのまへに我われに來きたれ、ユブロ、プデス、リノス、クラウデヤ、及および凡すべての兄弟きゃうだい、なんぢに安否あんぴを問とふ。
    


    
      22願ねがはくは主しゅなんぢの靈れいと偕ともに在いまし、御惠みめぐみなんぢらと偕ともに在あらんことを。
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